
特集

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一

日
、
日
本
学
術
会
議
会
員

任
命
拒
否
事
件
が
起
き
て

か
ら
二
年
が
経
過
し
た
。

　

あ
の
時
、
心
か
ら
信
頼

す
る
法
学
者
三
名
の
名
前

を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
時
の

衝
撃
は
、
今
で
も
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

科
学
者
が
戦
争
に
協
力

し
た
こ
と
の
反
省
か
ら
設

立
さ
れ
た
学
術
会
議
の
歴

史
、
五
〇
年
と
六
七
年
の

軍
事
研
究
反
対
の
声
明
、

二
〇
一
五
年
の
安
保
法
制

成
立
、
同
年
始
ま
っ
た
防

衛
装
備
庁
の
軍
事
研
究
の

公
募
、
こ
れ
に
関
し
て
学

術
会
議
が
発
し
た
二
〇
一

七
年
の
声
明
、
同
年
の
安

倍
元
首
相
の
九
条
改
憲
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
任
命
拒
否
事
件
後
に
突
然
持
ち
出
さ
れ
た

学
術
会
議
の
「
あ
り
方
論
」、
そ
し
て
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
「
総
合
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」（
略
称
：
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
＝
シ
ス
テ
ィ
）の
役
割
な
ど
を
学
ぶ
に
つ

れ
、
日
本
を
軍
事
国
家
化
し
よ
う
と
い
う
政
治
的
潮
流
と
の
関
連
で
、
学
問
・
学

術
の
領
域
へ
の
政
治
権
力
の
介
入
が
急
速
に
強
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
。

　

他
方
で
、
国
家
機
関
で
あ
る
学
術
会
議
の
総
会
は
、
現
在
も
一
致
し
て
任
命
拒

否
に
抗
議
し
、
六
名
の
任
命
を
求
め
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
の
日
本
の

学
者
た
ち
が
、
学
問
の
自
由
・
自
律
性
を
い
か
に
大
切
に
考
え
て
い
る
か
の
証
左

で
あ
り
、
在
野
で
任
命
拒
否
に
抗
議
を
続
け
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な

励
ま
し
で
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
る
。

　

い
ま
日
本
で
は
、
学
問
と
政
治
は
強
い
緊
張
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

◆
　
　
◆
　
　
◆

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
の
通
常
国
会
で
、「
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に

よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：
経
済
安
保
法
）（
五
月
一
一

日
）、「
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
研
究
及
び
研
究
成
果
の
活
用
の
た
め
の
体
制
の
強

化
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：
国
際
卓
越
研
究
大
学
法
）（
五
月
一
八
日
）と
い
う
、
最
近

流
行（
？
）の
長
い
名
称
の
法
律
が
成
立
し
た
。

　

経
済
安
保
法
に
関
し
て
は
、
立
法
当
時
の
批
判
は
主
に
経
済
活
動
の
自
由
の

大
学
・
学
問
の
軍
事
動
員
の

危
機
を
考
え
る
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制
約
と
国
民
監
視
の
観
点
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
立
憲
民
主
党
も

賛
成
し
て
成
立
し
た
。
国
際
卓
越
研
究
大
学
に
至
っ
て
は
、
法
律
の
名
称
す
ら
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う（
も
ち
ろ
ん
筆
者
の
不
勉
強
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
で
あ
る
）。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
、
ど
ち
ら
の
法
律
も
、
巨
額
の
国
家
予
算
の
下
、

大
学
・
学
問
を
軍
事
研
究
に
導
く
危
険
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

　

お
り
し
も
今
、
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
％
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
、
安
保
三
文
書
改
定
、

そ
し
て
憲
法
九
条
の
明
文
改
憲
を
め
ざ
す
動
き
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
潤
沢
な
研
究
費
を
使
っ
て
学
者
を
軍
事
研
究
に
本
格
的
に
巻
き
込
ん

で
い
く
流
れ
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
も
か
く
も
勉
強
し

な
く
て
は
、
と
い
う
問
題
意
識
の
下
、
本
特
集
を
企
画
し
た
。

　

本
特
集
に
あ
た
っ
て
は
、
巻
頭
論
文
の
廣
渡
清
吾
先
生
に
、
執
筆
者
を
ご
推
薦

い
た
だ
く
な
ど
親
身
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

◆
　
　
◆
　
　
◆

　

五
本
の
論
文
は
、
い
ず
れ
も
重
厚
・
濃
密
・
詳
細
で
あ
り
、
こ
こ
で
的
確
に
要

約
し
て
ご
紹
介
す
る
の
は
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
の
で
、
以
下
、
論
文
名
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
ご
紹
介
に
と
ど
め
る
。

　

巻
頭
の
廣
渡
清
吾
「『
軍
事
立
国
』
と
学
術
の
論
理
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
と

お
り
本
特
集
の
ま
さ
に
総
論
で
あ
り
、
ま
た
、
特
集
全
体
の
リ
ー
ド
の
役
割
も
果

た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。「
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
は
憲
法
二
三
条
の
学
問

の
自
由
の
保
障
の
下
に
あ
り
、
そ
の
制
度
的
保
障
と
し
て
大
学
の
自
治
が
用
意

さ
れ
る
。
法
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
イ
ロ
ハ
に
属
す
る
こ
の
理
解
は
、
大
学
を
国

策
手
段
と
し
て
の
最
大
資
産
と
と
ら
え
る
政
府
に
は
無
縁
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

る
。」
と
の
一
文
は
、
あ
ま
り
に
も
わ
か
り
や
す
く
こ
の
テ
ー
マ
の
本
質
を
突
い
て

お
り
、
改
め
て
ぞ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　

井
原
聰
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
の
狙
い
と
危
険
性
」
は
、
法
律
が
成
立
し
た

後
に
な
っ
て
、
政
府
が
「
あ
か
ら
さ
ま
に
研
究
者
の
軍
事
研
究
へ
の
動
員
を
検
討

課
題
に
か
か
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
」
か
ら
説
き
起
こ
し
、

れ
っ
き
と
し
た
軍
事
研
究
に
若
手
研
究
者
が
大
手
を
振
っ
て
応
募
で
き
る
仕
組
み

が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　

小
森
田
秋
夫
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
と
は
何
か
？
」
は
、
同
大
学
が
、
文
科
省

で
は
な
く
科
学
技
術
政
策
の
「
司
令
塔
」
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
が
主
導
し
、「
一
〇

兆
円
の
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
の
創
設
が
政
府
の
決
定
と
し
て
先
行
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、
そ
の
問
題
点
を
詳
し
く
論
じ
る
。

　

光
本
滋
「
国
立
大
学
法
人
化
が
も
た
ら
し
た
諸
問
題
」
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月

の
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
り
、
国
立
大
学
は
、
大
臣
が
中
期
目
標
を

定
め
業
績
評
価
を
行
う
、
政
府
に
従
属
す
る
組
織
と
な
り
、
運
営
交
付
金
の
削

減
、
大
臣
に
よ
る
組
織
改
廃
の
指
示
、
学
長
・
教
員
の
選
考
に
関
し
て
教
員
の

関
与
を
縮
小
・
排
除
す
る
動
き
な
ど
が
起
き
て
い
る
問
題
を
詳
し
く
論
じ
る
。

　

杉
田
敦
「
日
本
学
術
会
議
の
存
在
理
由
│
任
命
拒
否
と
軍
事
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」

は
、
軍
事
研
究
を
巡
る
二
〇
一
七
年
声
明
の
発
出
に
至
っ
た
時
期
に
、
学
術
会
議

第
一
部
長
お
よ
び
「
安
全
保
障
と
学
術
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
委
員
長
を
務
め

た
著
者
が
、
自
衛
目
的
で
あ
れ
ば
軍
事
研
究
に
は
問
題
な
い
と
の
見
解
を
ど
の
よ

う
に
論
破
し
た
か
な
ど
、
当
時
の
議
論
を
詳
細
に
紹
介
し
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。

　

な
お
、
今
年
七
月
、
学
術
会
議
会
長
が
政
府
に
提
出
し
た
「
回
答
」
に
、
デ
ュ

ア
ル
ユ
ー
ス
技
術
に
つ
い
て
「
そ
う
で
な
い
も
の
と
単
純
に
二
分
す
る
こ
と
は
困

難
」
と
し
た
こ
と
を
、
読
売
新
聞
な
ど
一
部
メ
デ
ィ
ア
が
、
学
術
会
議
が
二
〇
一

七
年
声
明
の
立
場
を
転
換
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
報
道
し
た
。
関
心
を
持
っ
た
『
法

民
』
読
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
廣
渡
論
文
と
杉
田
論
文
は
、
共
に
そ
の
報
道

が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

 

◆
　
　
◆
　
　
◆

　

な
お
、
編
集
作
業
の
最
終
盤
、
岡
山
大
学
が
大
学
構
内
で
自
衛
隊
と
の
共
同
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
抗
議
す
る
野
田
隆
三
郎
同
大
学
名
誉
教
授
の
訴
え
を

知
り
、
急
遽
原
稿
を
お
願
い
し
、
貴
重
な
一
頁
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
ぜ
ひ
特

集
と
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
特
集
が
、
日
本
を
「
軍
事
立
国
」
に
さ
せ
な
い
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
心
か

ら
願
う
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
　
米
倉
洋
子
）
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